



























4 この問題は、 ひるがえって考えるならば、法学部の役割とは何か、 とく
に法学部における法学教育のあり方をどのように考えるべきか、という問題と
つながっていると思われます。 学部学生のなかには、法曹をめざして法科大学
院を受験する者もおり、 学部の専門教育がこうした学生の要求に応えうるもの
でなければならないことはいうまでもありません。 しかし、 同時に、圧倒的多
数の学生は、 民間企業に就職したり公務員試験をうけて国や自治体の職員に
なっていくというのが現実であり、 これらの学生に対して、どの ような観点に
立ってどのような法学教育を施していくのか。 このことが、「派遣切りjに象
徴される現在の日本をめぐる深刻な状況を前にして、いま改めて問われている
のではないかと思います。
5 法の役割が社会的正義と公正の実現、 人々の権利の擁護と発展にあるこ
とは、理念的には何人も否定できないところでありましょっO そして、 このこ
と自体は法学部であると法科大学院であると異なるところはないはずであり、
このことを踏まえたうえで、 両者がそれぞれに課せられた社会的役割をいかに
して果たしていくべきなのか、 このことがいま私たちに共通の課題として提起
されているのではないかと思われます。 法学部と法科大学院の教員を中心に構
成される法学研究所の研究活動が、 この課題に対する答えを見出していくため
の共同の議論の場を提供できるようになれば幸いです。
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